
海 外 だ よ り

長岡 (caユ土f.)より碓井 (基研 )へ

摩 井先 生 :

8月 16日か ら20までaTuGord.oliConfeTenCeに出席し､そのあといま

-ユ- 冒-クに来てお ります0 60nferen(1eでつかれたあと.土 ,日と二 日

間.ニューーヨ｣ クの美術館め.ぐりな どし､大分 くたびれ ました｡

ConfeTenCeは New官ampshiTeの M岳Tiderlという山の中で開かれ.令

年のテ丁マは ttPhysicalPT｡PeTtiesofエコ土sordeTedSysもems''という

のです｡話の題 目をならべますと.
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このほか.プログラムには tt予定 ''として.Lifshltz の ImpuTiもy

BandStTuCtuTeの話が出てお りましたが､ LifshiもZは~来ませんでしたG

サル トルがアメ 9カに来るのを拒否したあてと屑 じよう な重商で.Lifshi短

が拒否したというのであれば.僕 も大賛成 したいところですが,来れない理由

は結局のところはっ きりしないようです｡

参加者は.全体の Cbainn∂-nが Lax,各 Se･qsion.の Chairmanをしてい ー

たⅩ0短1,Callen,CIogsもonな ど全部 で 100人 位でしたO 日本人 は僕の

ほか. 日大の三沢 (餌IT),ずつとこっちにおられる里 さん Ford)が来ておら

れましたO話は上 に挙げたのが各 1時間､ そのほか Shorも col皿e‡ユ七がいくつ:

かあ りました｡

ひと所に金宿 して勉強するところは. 日本ゼいえば堅由でやる研究会に相当

するわけですが､人数が-ケタ多 くなると.研究会の内容 も質的にちがって来

て､基研の研究会の tt総会 ''というやつにあたると言えそうですo

研究会の内容は一切オフ ･レコという趣旨t,･=沿って(?)､ ノー トをとることも

さば りましたので､頭の車にもオフ ･レコの部分が多 く.一つ-一つの話の中味

はこまか くお伝えで きませんQですか らあちらこちらE,Eとびな･が ら印象記みた

いなものを書いてみ ます｡

-Cionferenceで一番議論されたことの-つは､ disoTd.ered.sys七em の

1〇･galiZ;edsもateの問題ですO-次元の 工mpaTi七y bandの ⅥaVe fu甲C-

tionはすって localiz;eしているとかで.三次元でも band･のはしでは同様

であろうからと.IL4ottは 誓gの ような二価の流体金属 では. こういう band

edgeのかさな りあったところにFemiii面が来てもI,るか ら.その電気伝導EJJ,Lは

こう小 うLocal･ized sもat'eが摘 1わらているだろうというid･ea_を出 していま

した｡

モhIper'inの話 (Laxとの計算)では. impuTiもy bandの tailが.こ

ういうlocalized s七a七eによっているとし∴変分計算をしてお りましたQ

imPuTi七yの濃いところでは平均のPOもentialがひ くく､そこに localized

sもateが できるということで.そのWaVe funcもionを f(R一句.)と同じ形

で与えて･計算するわけですo 韓異はよく覚えてお り斉 やん｡ ImpuTiもy band

の中のlocali2ied sもateといえば.佐々木さんの且egative.Tnagneも0-
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TeSisぬnceの話を思いだしますO 佐々木 さんのは iqPlユriもyが うす くなつ

で isolaもeしたimpllTi七yにできるlocali2;eds七a七e′, 日alperinのは

こいところに出来るのと事情はちがいますがO この佐々木さんのlocalized

magneticmomenものことは. llTlriもscheの話にも出て来 ましたが､彼は

meg,mag:TeSis七anceが band-happingの transiもional,region

でもみられ ること.豊択一佐々木lTli10delではSや Jに取reaSOTiableに大き

な億を仮定しなけれ ばならぬ(?)などの理由でカイギ時でしたD それ にか わる理

由づけはきかれ ませんでしたが｡

その他理論缶詰では･通もtisのは･そiTnP71liもyの問題でt aIE.,争芸 (Ⅹ-

Ⅵavevector)をとるかわ りiこ･適当な対称性 をもつ ようなそD__1車eail

combinatiorlをとれ ば.potenもialの ITnatrixelemen七が.簡単な形で

あれば問題は一次元 E/C帰着できて､ eXaC七に 〔数値的に)解けると示 う話ですo

imp71riもyが-ケ ,ニケの時はいいのですが.沢山あるときの ことは理解 しか

ねましたBKユeinのはC!aユ1eriとの計算で. dilutealユoyの低温での比熱

の異常の問題ですD localizedsp主n問 にRudeTman-Kitも31.interaf3-

もion を仮定 し､ spini,Cは Isingm〇delをとりますOそうして. Green

function法で･ spin問の相関をだす とtR>Rc(Rc∝cT与,._cl,imag･
i三野uTi七yの COnC.)で相関が消える ことがおか り.それか ら比熱を求めますコ

近藤さんのでは比熱の異常が十分大 きく出ない. 自分のなら串.ると主張してお

りました｡

suhlのはKondoeffec廿の話 ですがi宗が むずか しすぎて tt-般大衆 ''

には結局何を問題にしているか 理解みかねたようで.あとでま僕 まで問題は一

体何なのか ときかれ ましたO実際T<Tcの問題は.普通のdまIuもeaユユoyで

は近藤 さんの指摘され左 ようElrhTcがあんまり低温で,問題はアカデ ミックなも

ののようです｡何か適当なnetalな り何な りで観測できれば面白いのですが⊃

(Tcは Abrikosovvcよれ ば. resonanceーSCaもteTingのあらわれ る温度

僕はそこでparturba揖onがだ め,,a:なると考えている温度) Suhlは

T<TcではscatもeTingamplitudeに出るcOmPlexpoleはどうしても

さけられぬ ようで.T<Tcでは何か新 しい状態.おそ らくde等eneTacyの低

い状態が 出るのだろうと言 っていましたO これ はまさに YosidarOkijiの結
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摘したところですが｡

Zi皿anq)は例の液体金属の電気低抗Q)話をato皿が二種類以上のときにその

ままもっていけばどうなるか. というのです｡

理論の話 を思いつくまま.あれ これかきましたが､結局ゐところ､ ほんとう'

に面白いと思ったのは･Mottの話位ですOむ しろ実験の話に面白や､ものがあり

ました｡ もっ ともこれ は僕がものを知 らないので.古い実験の話でも初耳とい

うのがあったせいもあるかも知れ ませんoJa占caTinoの話に出てきたのです

が､ α丑も(anもi-ferro)のNMRの話o aヱ屯は複雑な結晶構造 をもっていて､

uniも cellに四種の inec7_71ivalenもな ものがある (I～iV)とかで.NMRの

温度依存性をみると. そのうち I,IIにだけmag.momen七があ り∴工に,〟

にはない ことがわかるるというのですopureme七alの中の localizedlTnO-

me.ntというわけで.豊択一佐々木に似ていますO α叫 1の中で siteL Ⅱと

いうのが､ まわ りか らisolateしているのか どうかは知 りませんが｡

最後に. これは. confeTenCeのテーマとは関係あ りませんが､一年フラン

ス隼行っ ていたIJaJo･llaの Fredkinか らきいた乱 fle3で低温の比熱が

TIogfTiになるという実験があるめだそうですお ｡ FTedkin-バジャンが これ

を理論的に出したとい うめです｡要点は collectiv与mOde(Zerosollnd.

?)を考慮に入れるとIFei-mion exciもa七ionの SPeCtrumがかわるとい

うのですOその計算ではI Phase もransiもioユユの方はずつと低温でしかおこ

らぬそうですo Phys.Rev.Le.七七erに投稿したとかo

明日はBeユ1研究所 を ｢見物｣し.それか ら LaJ｡ユユaに帰 りますQ

お元気でお くらし下さい0

8月22日 Ne豆 YoTkにて

長 岡 洋 介
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